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6.0

無断複製・転用はご遠慮ください。

0.5

⑹

0.5

⑹

0.5

⑹

　国民健康保険税が毎年のように値上げされている。医療費も値上りして負担が大きく
なっている。負担軽減の質問を続けてきた。値上げには反対している。

△

一般質問等による政策や事業改善の提案 ○

機能
強化
４point

△

△

情報
共有
３point

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動 ○

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動 △

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信 △

一般質問等による政策や事業改善の提案

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動

議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底

○

会派名

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等

検証の対象／分野

（公約１） くらし・福祉・教育の充実

（公約２） くらし・福祉・教育の充実

2.0

情報
共有

1.5

住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信

　国民健康保険税は、県で統一化するためと値上げが続いている。県内の議員や団体と
連携しながら県との交渉に取り組んできた。

議会基本条例前文「市民の代表として選ばれている議員は，市民の負託にこたえる責務を負っている」／21条「この条例の目的及び趣旨の達成状況について検証を行う」

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） △

　義務教育は無償でなければならない。食べたくても食べれない子供たちが急増している
中で食材や米価が高騰している。学校給食費の無償化について、市民団体などと協議して
きた。

検
証

　国保世帯との対話で公共料金が値上げで負担が増しており、「何とかして欲しい」との声
が上がってきている。市民団体と協議しているが多くの声にはなっていない。

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援 △

住民
参画

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） △

価格保障・所得補償の支援と鳥獣被害対策の強化と地元産の食材活用で農業支援を

住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践

△

2.0 ○

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援

（公約３） 地域農業を守ります

伊

藤

芳

則

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加

△

△

国民健康保険税など公共料金の値上げに反対

▼

住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践

住民
参画
３point

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） △

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援

議員活動自己検証シート（公約の取組）　　　（対象期間：令和６年度）

三次市議会　議会運営委員会

2.0 2.0

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動

○

▼

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討 △

△

○

　米価高騰、コメ不足で今後どうなるのかわからない状況である。持続可能な農業政策実
現に向けて、農民団体と協議しながら取り組みを進めてはいるが、発信は不十分であっ
た。

　大型農家への支援ばかりでなく、小規模農家・家族農業への支援を求めてきた。また、鳥
獣被害対策の強化を求めてきたが十分な成果はない。
　農家の一員としてコメづくりを続けていきたい。産直運動を通じて都会との交流を通して
農業の重要性に取り組んでいる。

△地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信

一般質問等による政策や事業改善の提案

情報
共有

機能
強化

　農業を守るため農民団体と話し合いを続けていきます。とりわけ小規模農家
への支援に取り組みを進めます。コメの産直運動を通じて田植えなどの交流を
続けていきます。

課
題
の
抽
出
・
次
年
度
の
目
標
設
定

日本共産党 三次市会議員団

▼

検
証

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加

△

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討

1.5

住民
参画

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討

公約を検証する背景（根拠）

検証方法

1.5

「公約」について，成果如何に捉われず，その実現に繋がる年間の議員活動・取組内容を自己検証する（本シートに記載する公約内容は自由選択：重複可）

議会基本条例第４条（議員活動の原則）

　❶　選挙によって選ばれた市民の代表であることを自覚し，市政の課題全般について市民の思いを的確に把握し，市民全体の福祉の向上をめざすこと。【情報共有】【住民参画】

　❷　議会が言論の場であること，及び合議制機関であることを認識し，議員相互間の自由な討議を重んじること。【機能強化】

　❸　日常の調査及び研修活動を通じて自らの資質の向上に努めること。【機能強化】

　❹　地方自治の本旨にのっとり，政策，条例，意見書等の議案を提出する努力をすること。【機能強化】

　❺　市政の課題に関する論点を市民に明らかにするため，一般質問を一問一答方式により行うこと。【機能強化】【情報共有】

2.0

学校給食の無償化で子育て支援

検証項目（10項目）

【検証値の捉え方】

１年間の議員活動・取組内容については・・・・・

　　　「ほぼ満足している」=”〇”　1.0

　　　「さらに努力する余地があると思う」=”△”　0.5

　　　「思ったような取組ができていない」=”▼”  0

議員名

学校給食の無償化で子育て支援

くらし・福祉・教育の充実

国民健康保険税など公共料金の値上げに反対

地域農業を守ります

価格保障・所得補償の支援と鳥獣被害対策の強化と地元産の食材活用で農業支援を

産直の皆さんと田植えの交流会

活動の一コマ

議会基本条例第４条　議員活動の原則／議会活動の活発化「住民参画」「情報共有」「機能強化」分野の取組について（早稲田大学マニュフェスト研究所文献引用）

　農家は限界にきている。農家を守らなければ地域が守れない。高齢で続けられないのが
現状で、大型農家への集約だけでは農業を守れない。後継者育成が必要で持続可能な農
業経営を続けるための支援が必要である。農家が疲弊してきているなか、中山間地等直
接支払交付金の活用などで地域と連携をした取り組みをしてきた。

議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底

値合計

5.5

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等

2.0

検
証

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等

　注）検証に繋がる活動等，成果等（事業の見直し等）を記入すること。

△

△

値合計

5.0

△

機能
強化

△

くらし・福祉・教育の充実

　物価高騰です。市民団体と共同で国保世帯の負担増とさらなる公共料金の
値上げには反対していきます。

期数 （議員歴） ３期 （９年）

所属委員会　等

総務常任委員会 委員長

　「義務教育は無償とする」としています。市民団体との協議を進め、引き続き
給食費の無償化に取り組んでいきます。

　子育てへの支援につながっている。市独自に取り組んではどうか質問してきたが、予算
の経常的な確保が課題であるとの答弁であった。引き続き取り組んでいく。

予算決算常任委員会

　全国の調査では、3割の自治体で独自に給食費無償化に取り組んでいる。取り組んでい
る自治体の議員に問い合わせたり、状況調査してきた。子育て世代との繋がりが少なく情
報発信は不十分であった。

公約に係る年間の議員活動・取組状況の検証と次年度の目標設定や課題の週出

値合計

6.0

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加 △

議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底

機能強化

住民参画 情報共有

機能強化

住民参画 情報共有

機能強化

住民参画 情報共有


